
平成２８年３月
尼崎市立立花西小学校平成２７年度 学校評価アンケート集計結果について 

教職員集計 

56% 44% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総合的な学習をはじめ各教科でインター

ネットを活用し、その際に情報ネットなど危

険性について指導を行う。 

A できている 

B あまりできていな

い 
100% 0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校だより、ホームページの毎月更新を行

い、教育方針や教育活動などの情報の発

信を行う。 

A できている 

B あまりできていな

い 

－ 保護者意見・感想等 － 
 
○あらためて、子どもの日々の姿をしっかり見ていかなければいけないと思いました。 

○自我・反抗心が芽生え、親子の意思疎通が難しくなってきましたが、諦めずに毎日の会話を大切にしたいと思います。  

○６年間、大きな問題もなく、楽しく学校へ通うことができました。 

○学校も先生も友達も大好きだそうです。残り１年もよろしくお願いします。 

○子どもの様子が気になる時、快く話を聞いて対応してもらえたり、アドバイスをもらえたりしました。  

○学校のホームページやクラスだよりから学校の様子を感じることができました。 

○学校のことをあまり話さないので、ホームページやクラスだよりが親子の会話のきっかけになりました。 

○インフルエンザで長期休みを取った時に補習をしてくださって感謝しています。 

○人とのやりとりの中で自分の気持ちをコントロールをするのが苦手な子なので、長い目で見て、長所をほめてもらってありがたい。  

○書くことが楽しいと思えるよう、日々の学習で指導してもらえてありがたい。 
 

△通学路上、一人だけの時間が長くあるので、なるべく決められた時間にどのクラスも帰れるようにしてほしい。  

△自主学習はもちろん必要ですが、内容を本人が決めるので効果がありません。毎日の宿題を少しずつ増やすなどしてほしい。  

△防犯上、児童の名札は学校に入ってから付ける方がいいと思います。 

△名札ボックスを各クラスに設置してほしい。 
 

●アンケートの結果によって、学校教育全般を見直していただきたい。 

●「あてはまらない」が多い現実をしっかり受け止めて、親が安心してお任せできる学校づくり、先生方の指導を願います。  

本データは、学校ホームページにも掲載しています。＜http://www.ama-net.ed.jp/school/e25/＞ 
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教育目標や教育活動、学校行事を伝えている 

保護者・地域の声や願いに応えている 

子どもの安全管理や不審者対応ができている 

子どもの学力向上を図っている 

子どものことについて気軽に相談できる 

家庭との連絡を細かく行って いる 

学校に関すること 

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 
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学校に行くことが楽しみ 

命を大切にする心やルールを守る態度の育ち 

宿題を必ずし、前日に時間割を合わせている 

あいさつや返事がよくできている 

言葉遣いに気をつけて話をする 

家庭の約束事をきちんと守っている 

子どもに関すること 

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない 

保護者集計 

93% 7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問題行動等について常に担任だけでなく組

織として取り組むことの徹底を図る。 

A できている 

B あまりできていな

い 
92% 8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いじめ等の児童からの訴え、保護者から

の連絡等、小さなうちに指導することを徹

底する。 
 

A できている 

B あまりできていな

い 

96% 4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全職員が年１回以上授業を行い、全体研究

授業を年３回行い、研究授業をより活性化

し、指導力の向上を図る。 

A できている 

B あまりできていな

い 

71% 29% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若手教員の指導力向上を図るために、ベ

テランの指導法（ノウハウ）を学ぶ場を設け

る。 

A できている 

B あまりできていない 
95% 5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学年研究の充実を図り、学年での指導内

容統一と指導法と実践の交流を行う。 

A できている 

B あまりできていな

い 

60% 40% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いじめを許さず、誰にでも思いやりを持っ

て接する指導の徹底を行う。 

A できている 

B あまりできていな

い 

84% 16% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職員研修を行い、情報モラルの指導を行

う。 
 

A できている 

B あまりできていな

い 

100% 0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宿題の量や内容など学年で情報交換して、

毎日の点検や指導を行う。 
 

A できている 

B あまりできていない 

96% 4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高学年の児童が下級生をリードするなかよ

し学級の取り組みを推進する。 

A できている 

B あまりできていない 


